
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 
学校名 アルスコンピュータ専門学校 

設置者名 学校法人 郷学舎 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配置困

難 

工業専門課程 

AI ｼｽﾃﾑ科 

(AI ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ) 

夜 ・

通信 
160 160  

情報ｼｽﾃﾑ科 

(ｼｽﾃﾑ開発ｺｰｽ) 

夜 ・

通信 
160 160  

情報ｼｽﾃﾑ科 

(ｹﾞｰﾑｸﾘｴｲﾀｰｺｰｽ) 

夜 ・

通信 
160 160  

情報ｼｽﾃﾑ科 

(ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾅ

ｰ・CAD ｺｰｽ) 

夜 ・

通信 
160 160  

情報ｼｽﾃﾑ科 

(ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾅｰ

ｺｰｽ) 

夜 ・

通信 
160 160  

IT 総合研究科 

(IT総合研究ｺｰｽ) 

夜 ・

通信 
128 80  

商業実務専門課程 

情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ科 

(情報ﾋﾞｼﾞﾈｽｺｰｽ) 

夜 ・

通信 
160 160  

情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ科 

(保健・医療ﾋﾞｼﾞﾈ

ｽｺｰｽ) 

夜 ・

通信 
184 160  

国際 IT ﾋﾞｼﾞﾈｽ科 

(国際 IT ﾋﾞｼﾞﾈｽｺ

ｰｽ) 

夜 ・

通信 
96 80  

（備考） 

 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html 



  

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 アルスコンピュータ専門学校 

設置者名 学校法人 郷学舎 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html 

学校基本情報を参照 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 医療法人社団 理事長 

令和 11 年

度 定 時 評

議 員 会 の

終了まで 

組織運営体制のチェ

ック機能 

非常勤 
会社員(情報システム関

連) 

令和 11 年

度 定 時 評

議 員 会 の

終了まで 

産学連携および実践

教育のチェック機能 

（備考） 

 

  

https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 アルスコンピュータ専門学校 

設置者名 学校法人 郷学舎 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準そ

の他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表していること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

本校の授業計画（シラバス）は、教育課程改善委員会（毎年 10 月、2月実施：各分

野の学外有識者による業界動向の確認）やカリキュラム編成委員会（毎年 10 月実

施：各関連業界の動向を踏まえた上で本校教育理念、教育方針に照らし合わせてカ

リキュラム編成を行う）等を通じて検討した方針のもと、学科長と教科担当者が詳

細を作成する。シラバスは本校規定に基づき定められた『シラバス作成に関するガ

イドライン』に準じて共通フォーマットで作成されており、3 月に最終確定し、4月

に学校 HPにて公表している。シラバスには授業科目の基礎情報、担当教員、授業概

要、到達目標、授業計画、教材名、成績評価（成績評価の方法、評価配分の割合）、

履修にあたっての留意点等が記載されている。 

授業計画書の公表方法 
学校 HP→学校情報公開 

https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html


  

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学

修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定しているこ

と。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学修成果の判定や成績評価の方法、評価基準についてはあらかじめ下記の通り

設定し、オリエンテーションや各授業開始前に学生へ文書（学生の手引き等）

で周知している。 

学習成果は、①試験・検定、②提出物、③授業態度、④出席状況、⑤外部評価

の 5項目により判定し、評価点を算出している。各項目の評価割合は、授業の

到達目標を勘案して各教科担当者が決定し、シラバスに記載している。 

成績評価は、評価点に応じて、A評価～E評価の５段階で行われ、A～D評価ま

でを単位認定する。（評価点 100～90 点：A、89～80 点：B、79～70 点：C、69

～60点：D、59点以下：E） 

出席率が 3 分の 2 未満の者は、評価点に関らず原則として単位修得を認めな

い。 

また、評価基準（A～E）については以下のように定めている。 

A：到達目標を達成しきわめて優秀な成績をおさめている 

B：到達目標を達成し、優秀な成績をおさめている 

C：到達目標を達成している 

D：到達目標を最低限達成している 

E：到達目標を達成していない 出席率が３分の２未満である 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとともに、

成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

教科の成績評価（A評価～E評価）に対して（GP）グレードポイント（A=4、B=3、

C=2、D=1、E=0）を付与し、成績評価平均点（GPA）を算出する事で、個人ごと

にクラス内の相対位置を把握している。 

GPAの算出方法については『学生の手引き』に記載し、授業開始前までに全学

生に周知している他、学校ホームページにて公表を行っている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
学校 HP→学校情報公開 

https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html


  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施している

こと。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本校の卒業要件は学則第２０条に定められている。また、各学科・コースではディプ

ロマポリシーが定められ、『学生の手引き』に記載し学生に周知する他、学校ホーム

ページでも公開している。ディプロマポリシーは教育課程改善委員会やカリキュラム

編成委員会での意見を踏まえ、各学科コースの責任者と教務課長が原案を作成する。

この原案を基に理事長、校長、副校長、教務課長が最終的なディプロマポリシーを策

定している。 

卒業認定のプロセスは、学年末試験後に行われる成績会議において卒業要件を満たし

ている者に対し、最終認定を校長が行う事としている。 

卒業認定方針については、学生の手引きに記載し学生に周知している。 

各コースのディプロマポリシーは以下の通り。 

 

●AI エンジニアコース 

AI エンジニアコースでは、AI 利活用によって新たな事業やサービスを創出し、時代

をリードする、AI、IoT、ビッグデータに関するﾃｸﾉﾛｼﾞ(技術)・ﾒｿﾄﾞﾛｼﾞ(手段)・ﾋｭｰﾏ

ﾝｽｷﾙを備えた AIエンジニアなどの AI技術者を育成する。そのため、卒業認定にあた

っては本校学則２０条の要件並びに以下の点に到達していることを目標とする。 

1. AI エンジニアとして必要なコンピュータに関する知識と利活用技術を習得して

いる。 

2. 基礎的なプログラミング技術を習得している。 

3. AI システムを構築するための知識と実装技術を習得している。 

4. データサイエンスに関する知識を習得している。 

5. 職業人として必要な責任感、誠実さ、協調性、柔軟性、倫理観を身に付けている。 

 

●システム開発コース 

システム開発コースでは、IT利活用によって新たな事業やｻｰﾋﾞｽを創出し、時代をﾘｰ

ﾄﾞする、IT に関するﾃｸﾉﾛｼﾞ(技術)・ﾒｿﾄﾞﾛｼﾞ(手段)・ﾋｭｰﾏﾝｽｷﾙを備えたｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱ、

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏなどの IT 技術者を育成する。そのため、卒業認定にあたっては本校学則２０

条の要件並びに以下の点に到達していることを目標とする。 

1. 情報処理技術者として必要な基本的な知識と技術を習得している。 

2. プログラム開発における多様な発想と表現方法を習得している。 

3. システム開発における企画立案から設計および実装までの一連の作業工程の中

で生じる課題を明確化し、解決策を構想する素地が出来ている。 

4. システム開発に係る様々な技術要素に対し、自主的な研究を行うことが出来る。 

5. 職業人として必要な責任感、誠実さ、協調性、柔軟性、倫理観を身に付けている。 
 



  

●ゲームクリエイターコース 

ゲームクリエイターコースでは、コンピュータゲーム産業の担い手となるべく、プロ

グラム・ＣＧ・サウンド制作の技術と進捗管理などの管理能力を備え、企画から始ま

るゲーム制作全体像を把握したゲームプランナー、ゲームプログラマーなどのゲーム

クリエイターを育成する。そのため、卒業認定にあたっては本校学則２０条の要件並

びに以下の点に到達していることを目標とする。 

1. ゲーム制作に必要な基本的なコンピュータ知識と開発技術を習得している。 

2. ゲーム制作における企画立案・仕様設計ならびに個人制作・グループ制作の進捗

管理を行う事が出来る。 

3. ゲーム制作に係るグラフィックやサウンドに関する基本的な知識と技術を習得

している。 

4. 職業人として信頼される為に必要な責任感、誠実さ、協調性、柔軟性、倫理観を

身に付けている。 

 

●プロダクトデザイナー・CADコース 

プロダクトデザイナー・CADコースでは「モノづくりに係る先端技術と設計」「社会環

境と建築」「人とモノ」についての基礎知識を習得し、かつ社会性を持ち合わせた人

材を育成する。そのため、卒業認定にあたっては本校学則２０条の要件並びに以下の

点に到達していることを目標とする。 

1. 工業製品デザインの知識やその表現方法を習得している。 

2. 機械・建築設計の基本的な知識・技術を習得している。 

3. 設計・デザインについて効果的に伝えるプレゼンテーション能力を身に付けてい

る。 

4. 設計開発における一連の作業工程の中で生じる課題を明確化し、解決策を構想す

る素地が出来ている。 

5. 職業人として信頼されるために必要な責任感、誠実さ、協調性、柔軟性、倫理観

を身に付けている。 

 

●ビジュアルデザイナーコース 

ビジュアルデザイナーコースでは、多様化されたデジタルメディアに対応し、総合的

グラフィックス技術を習得したデジタルコンテンツ業界で幅広く活躍するデザイナ

ー及びクリエイターとなる人材を育成する。そのため、卒業認定にあたっては本校学

則２０条の要件並びに以下の点に到達していることを目標とする。 

 

1. ２Dグラフィックスソフトの基本的な知識と操作技術を習得している。 

2. ３Dグラフィックスソフトの基本的な知識と操作技術を習得している。 

3. 動画制作・編集における基本的な知識と操作技術を習得している。 

4. デジタルコンテンツ制作における企画立案から制作・プレゼンまでの工程の中での

デザインの役割を理解している。 

5. 職業人として信頼されるために必要な責任感、誠実さ、協調性、柔軟性、倫理観

を身に付けている。 
 



  

●ＩＴ総合研究コース 

IT総合研究コースでは、各専攻分野における、難易度の高い実践的な技術を習得した

即戦力となる人材を育成する。そのため、卒業認定にあたっては本校学則２０条の要

件並びに以下の点に到達していることを目標とする。 

 

①ゲーム開発専攻：ゲームクリエイターとして必要な、ゲームプログラミング技術や、

ゲーム企画などの手法を習得している。 

②情報システム専攻：情報システムエンジニアとして必要な、ネットワークや情報セ

キュリティの知識・技術を習得している。 

③情報ビジネス専攻：ビジネスパーソンとして必要なビジネス知識を習得している。 

④プロダクトデザイナー専攻：1. 工業製品デザインの知識やその表現方法を習得し

ている。 

 

●情報ビジネスコース 

情報ビジネスコースでは、一般事務、商品販売、営業、流通・倉庫関連業務、企画、

製造、旅行・ホテル・ブライダル、福祉サービス、冠婚葬祭など様々な職業に共通す

るビジネススキルを持った人材を育成する。そのため、卒業認定にあたっては本校学

則２０条の要件ならびに以下の点について到達していることを目標とする。 

 

1. ビジネスパーソンとして必要なビジネス知識を習得している。 

2. IT 関連の知識と技術を習得している。 

3. 多様な人々とともに協力し合いチームで働くための、発信力、傾聴力、柔軟性、

状況把握力を身に付けている。 

4. 職業人として信頼されるために必要な責任感、誠実さ、協調性、柔軟性、倫理観

を身に付けている。 

 

●保健・医療ビジネスコース 

保健・医療ビジネスコースでは、医療事務スタッフとして医療現場を支える確かな知

識とスキルを学び、ホスピタリティが発揮できる医療人マインドを備えた人材を育成

する。そのため、卒業認定にあたっては本校学則２０条の要件ならびに以下の点につ

いて到達していることを目標とする。 

1. 医療事務スタッフ（医療事務・医療秘書・医師事務作業補助者など）の職務を理

解し、医療機関で活躍できる医療事務スタッフとして必要な医療の基礎知識と技

能を習得している。 

2. 医療機関のＩＣＴ化に対応できる基本的なパソコン知識と技能を習得している。 

3. 医療現場で必要なビジネス知識を習得し、コミュニケーション能力やホスピタリ

ティ、医療人マインドを身につけている。 

4. 常に新しい知識や技能を吸収する向上心を持ち、自己研鑽できる。 

5. チーム医療の一員として、連携・協働することのできる実践力を身につけている。 

6. 職業人として信頼されるために必要な責任感、誠実さ、協調性、柔軟性、倫理観

を身につけている。 

 



  

●国際ＩＴビジネスコース 

国際 IT ビジネスコースでは、国際交流を通じて、グローバル社会に対応できるバイ

リンガルなコミュニケーション能力と、ホスピタリティや IT 活用能力を育成し、専

門学校や 4年制大学等への進学を目指す。そのため、卒業認定にあたっては本校学則

２０条の要件ならびに以下の点について到達していることを目標とする。 

1. 日本文化に関心を持ち、適応する能力を習得している。 

2. IT に関する基本的な知識・技術を習得している。 

3. ビジネスに関する基本的なマーケティング技法、プレゼンテーション技法の知識

を習得している。 

4. 日本での生活やビジネスシーンにおける基本的なホスピタリティ能力やマナー、

コミュニケーションを身に付けている。 

5. 職業人として信頼されるために必要な責任感、誠実さ、協調性、柔軟性、倫理観

の素地を身に付けている。 

6. 自身の進路について、目標とする業種職種が明確であり専攻科目に対して理解し

ている。 

 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
学校 HP→学校情報公開 

https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html 
 

https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html


  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 アルスコンピュータ専門学校 

設置者名 学校法人 郷学舎 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 学校 HP→学校情報公開 

https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html 

収支計算書又は損益計算書 学校 HP→学校情報公開 

https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html 

財産目録 学校 HP→学校情報公開 

https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html 

事業報告書 学校 HP→学校情報公開 

https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html 

監事による監査報告（書） 学校 HP→学校情報公開 

https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html 
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 
工業専門

課程 

AIシステム科 

(AI ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ) 
〇  

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必

要な総授業時数又

は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

1,712 

単位時間 

224 

単位時

間 

64 

単位時

間 

768 

単位時

間 
単位時

間 単位時間 

1,056単位時間 

生徒総定員数 
生徒実

員 

うち留学

生数 

専任教員

数 

兼任教員

数 
総教員数 

20人 ５人 ０人 ２人 ２人 ４人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
本校の授業計画（シラバス）は、教育課程改善委員会（毎年 10 月、2月実施：各分野の学外有

識者による業界動向の確認）やカリキュラム編成委員会（毎年 10月実施：各関連業界の動向を

踏まえた上で本校教育理念、教育方針に照らし合わせてカリキュラム編成を行う）等を通じて

検討した方針のもと、学科長と教科担当者が詳細を作成する。シラバスは本校規定に基づき定

められた『シラバス作成に関するガイドライン』に準じて共通フォーマットで作成されており、

3 月に最終確定し、4 月に学校 HP にて公表している。シラバスには授業科目の基礎情報、担当

教員、授業概要、到達目標、授業計画、教材名、成績評価（成績評価の方法、評価配分の割合）、

履修にあたっての留意点等が記載されている。 

 

 

 

https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html
https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html
https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html
https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html
https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html


  

成績評価の基準・方法 

（概要） 
学習成果は、①試験・検定、②提出物、③授業態度、④出席状況、⑤外部評価の 5 項目により

判定し、評価点を算出している。各項目の評価割合は、授業の到達目標を勘案して各教科担当

者が決定し、シラバスに記載している。 
成績評価は、評価点に応じて、A 評価～E 評価の５段階で行われ、A～D 評価までを単位認定す

る。（評価点 100～90 点：A、89～80点：B、79～70点：C、69～60点：D、59点以下：E） 

出席率が 3分の 2未満の者は、評価点に関らず原則として単位修得を認めない。 

各教科の成績評価（A評価～E評価）に対して（GP）グレードポイント（A=4、B=3、C=2、D=1、

E=0）を付与し、成績評価平均点（GPA）を算出する事で、個人ごとにクラス内の相対位置を把

握している。 

GPAの算出方法については『学生の手引き』に記載し全学生に周知している他、学校ホームペー

ジにて公開を行っている。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
本校の卒業要件は学則第 20 条に定められている。また、各学科・コースではディプロマポリシ

ーが定められ、『学生の手引き』に記載し学生に周知する他、学校ホームページでも公開して

いる。ディプロマポリシーは教育課程改善委員会やカリキュラム編成委員会での意見を踏まえ、

各学科コースの責任者と教務部課長が原案を作成する。この原案を基に理事長、校長、副校長、

教務部課長が最終的なディプロマポリシーを策定している。 
卒業認定のプロセスは、学年末試験後に行われる成績会議において卒業要件を満たしている者

に対し、最終認定を校長が行う事としている。 

卒業認定方針については、学生の手引きに記載し学生に周知している。 

学修支援等 

（概要） 

・プログラミングのスキル習得や資格取得に対する対策講座の実施。 

・放課後等に勉強会の実施。 

・個人の特性に合わせた就職指導。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 4人 

（100％） 

0人 

（0.0％） 

4人 

（100％） 

0人 

（  0.0％） 

（主な就職、業界等） 

・ソフトウェア開発業界など 

（就職指導内容） 

・業界研究や自己分析など、書類や面接の内容をブラッシュアップする指導を行なった。 

・オンライン面接時の手順などの指導を行なった。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

応用情報技術者試験、G検定、AI検定、IT Fundamentals、Excel表計算技能認定試験１級な

ど。 

（備考）（任意記載事項） 

R６年募集停止の為、在籍は２年生のみ 

 

 



  

 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
本校の授業計画（シラバス）は、教育課程改善委員会（毎年 10 月、2 月実施：各分野の学外

有識者による業界動向の確認）やカリキュラム編成委員会（毎年 10 月実施：各関連業界の動

向を踏まえた上で本校教育理念、教育方針に照らし合わせてカリキュラム編成を行う）等を通

じて検討した方針のもと、学科長と教科担当者が詳細を作成する。シラバスは本校規定に基づ

き定められた『シラバス作成に関するガイドライン』に準じて共通フォーマットで作成されて

おり、3 月に最終確定し、4 月に学校 HP にて公表している。シラバスには授業科目の基礎情

報、担当教員、授業概要、到達目標、授業計画、教材名、成績評価（成績評価の方法、評価配

分の割合）、履修にあたっての留意点等が記載されている。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
学習成果は、①試験・検定、②提出物、③授業態度、④出席状況、⑤外部評価の 5 項目により

判定し、評価点を算出している。各項目の評価割合は、授業の到達目標を勘案して各教科担当

者が決定し、シラバスに記載している。 
成績評価は、評価点に応じて、A評価～E 評価の５段階で行われ、A～D 評価までを単位認定す

る。（評価点 100～90 点：A、89～80点：B、79～70点：C、69～60点：D、59点以下：E） 

出席率が 3分の 2未満の者は、評価点に関らず原則として単位修得を認めない。 

各教科の成績評価（A 評価～E評価）に対して（GP）グレードポイント（A=4、B=3、C=2、D=1、

E=0）を付与し、成績評価平均点（GPA）を算出する事で、個人ごとにクラス内の相対位置を把

握している。 

GPAの算出方法については『学生の手引き』に記載し全学生に周知している他、学校ホームペ

ージにて公開を行っている。 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

10人 1人  10.0％ 

（中途退学の主な理由） 

学校生活不適応 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

退学防止会議を定期的に実施し、個々の学生状況の把握を行い 2 者面談 3 者面談により

きめ細かい対応を図っている。 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 
工業専門

課程 

情報システム科 

(ｼｽﾃﾑ開発ｺｰｽ) 
〇  

修

業 

年

限 

昼夜 

全課程の修了に必

要な総授業時数又

は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２

年 昼 

1,712 

単位時間 

640 

単位時

間 

32 

単位時

間 

1,248 

単位時

間 
単位時

間 単位時間 

1,920単位時間 

生徒総定員

数 

生徒実

員 

うち留学

生数 

専任教員

数 

兼任教員

数 
総教員数 

40人 67 人 8人 ３人 ３人 ６人 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
本校の卒業要件は学則第 20 条に定められている。また、各学科・コースではディプロマポリ

シーが定められ、『学生の手引き』に記載し学生に周知する他、学校ホームページでも公開し

ている。ディプロマポリシーは教育課程改善委員会やカリキュラム編成委員会での意見を踏

まえ、各学科コースの責任者と教務部課長が原案を作成する。この原案を基に理事長、校長、

副校長、教務部課長が最終的なディプロマポリシーを策定している。 
卒業認定のプロセスは、学年末試験後に行われる成績会議において卒業要件を満たしている

者に対し、最終認定を校長が行う事としている。 

卒業認定方針については、学生の手引きに記載し学生に周知している。 

学修支援等 

（概要） 

基本情報技術者試験・情報セキュリティマネジメント試験・情報処理技術者能力認定試

験・CompTIA IT Fundamentals+ など 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 25 人 

（100％） 

0 人 

（  0.0％） 

23人 

（  92.0％） 

2人 

（  8.0％） 

（主な就職、業界等） 

ソフトウェア開発業界など 

（就職指導内容） 

自己分析・業界指導や採用試験対策のための、Web面接対策や試験対策授業 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

基本情報技術者試験・情報セキュリティマネジメント試験・情報処理技術者能力認定試験・

CompTIA IT Fundamentals+ など 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

55 人 2人  3.6％ 

（中途退学の主な理由） 

学習意欲の低下 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

退学防止会議を定期的に実施し、個々の学生状況の把握を行い 2 者面談 3 者面談により

きめ細かい対応を図っている。 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 
情報システム科 

(ｹﾞｰﾑｸﾘｴｲﾀｰｺｰｽ) 
〇  

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必要な

総授業時数又は総単位

数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

1,712 

単位時間 

480 
単位時間 単位時間 

1,552 
単位時間 単位時間 単位時間 

2,032単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 33人 2 人 1人 6人 7人 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
本校の授業計画（シラバス）は、教育課程改善委員会（毎年 10 月、2 月実施：各分野の学外

有識者による業界動向の確認）やカリキュラム編成委員会（毎年 10 月実施：各関連業界の動

向を踏まえた上で本校教育理念、教育方針に照らし合わせてカリキュラム編成を行う）等を通

じて検討した方針のもと、学科長と教科担当者が詳細を作成する。シラバスは本校規定に基づ

き定められた『シラバス作成に関するガイドライン』に準じて共通フォーマットで作成されて

おり、3 月に最終確定し、4 月に学校 HP にて公表している。シラバスには授業科目の基礎情

報、担当教員、授業概要、到達目標、授業計画、教材名、成績評価（成績評価の方法、評価配

分の割合）、履修にあたっての留意点等が記載されている。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学習成果は、①試験・検定、②提出物、③授業態度、④出席状況、⑤外部評価の 5 項目により

判定し、評価点を算出している。各項目の評価割合は、授業の到達目標を勘案して各教科担当

者が決定し、シラバスに記載している。 
成績評価は、評価点に応じて、A評価～E 評価の５段階で行われ、A～D評価までを単位認定す

る。（評価点 100～90 点：A、89～80点：B、79～70点：C、69～60点：D、59点以下：E） 

出席率が 3分の 2未満の者は、評価点に関らず原則として単位修得を認めない。 

各教科の成績評価（A評価～E評価）に対して（GP）グレードポイント（A=4、B=3、C=2、D=1、

E=0）を付与し、成績評価平均点（GPA）を算出する事で、個人ごとにクラス内の相対位置を把

握している。 

GPAの算出方法については『学生の手引き』に記載し全学生に周知している他、学校ホームペ

ージにて公開を行っている。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校の卒業要件は学則第 20 条に定められている。また、各学科・コースではディプロマポリ

シーが定められ、『学生の手引き』に記載し学生に周知する他、学校ホームページでも公開し

ている。ディプロマポリシーは教育課程改善委員会やカリキュラム編成委員会での意見を踏

まえ、各学科コースの責任者と教務部課長が原案を作成する。この原案を基に理事長、校長、

副校長、教務部課長が最終的なディプロマポリシーを策定している。 
卒業認定のプロセスは、学年末試験後に行われる成績会議において卒業要件を満たしている

者に対し、最終認定を校長が行う事としている。 

卒業認定方針については、学生の手引きに記載し学生に周知している。 

学修支援等 

（概要） 

・１年次前期に個人面談を行い、入学後１ヶ月位の段階での意識を確認する。 

 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 23 人 

（100％） 

2 人 

（  8.7％） 

18人 

（  78.3％） 

3人 

（  13％） 

（主な就職、業界等） 

ゲーム開発業界、ソフトウェア開発業界など 

（就職指導内容） 

・「キャリアデザイン」の授業の中で、職業についての知識や、自身の適性の確認などを行

なう 

・１年次後期に、学年全体を対象に就職強化週間を行い、就職活動への基礎知識や準備を行

う 

・２年次進級前の長期休み中に、学年全体を対象に就職強化週間を行い、就職活動の実践的

な知識を学ぶ 

・書類提出前の添削指導や、面接試験前の面接練習など、必要に応じて個別指導を行なう 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

・ゲームクリエイター甲子園への応募 ・在学中の作品を東京ゲームショウに出展 

・情報活用試験、Word文書処理技能認定試験、Excel表計算技能認定試験 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  44人 4人  9.1％ 

（中途退学の主な理由） 

学校生活不適応、就職、学習意欲低下 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

・退学防止会議を実施し、教員間での情報共有を図る 

・面談を担任 1人ではなく、複数で行う 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 
工業専門

課程 

情報システム科 

(ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾅ

ｰ・CAD ｺｰｽ) 

〇  

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必

要な総授業時数又

は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

1712 

単位時間 

624 

単位時

間 

 

単位時

間 

1,344 

単位時

間 
単位時

間 単位時間 

1,968単位時間 

生徒総定員数 
生徒実

員 

うち留学

生数 

専任教員

数 

兼任教員

数 
総教員数 

40 人 19 人 2人 1人 3人 4人 



  

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

本校の授業計画（シラバス）は、教育課程改善委員会（毎年 10 月、2 月実施：各分野の学外

有識者による業界動向の確認）やカリキュラム編成委員会（毎年 10 月実施：各関連業界の動

向を踏まえた上で本校教育理念、教育方針に照らし合わせてカリキュラム編成を行う）等を通

じて検討した方針のもと、学科長と教科担当者が詳細を作成する。シラバスは本校規定に基づ

き定められた『シラバス作成に関するガイドライン』に準じて共通フォーマットで作成されて

おり、3 月に最終確定し、4 月に学校 HP にて公表している。シラバスには授業科目の基礎情

報、担当教員、授業概要、到達目標、授業計画、教材名、成績評価（成績評価の方法、評価配

分の割合）、履修にあたっての留意点等が記載されている。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
学習成果は、①試験・検定、②提出物、③授業態度、④出席状況、⑤外部評価の 5 項目により

判定し、評価点を算出している。各項目の評価割合は、授業の到達目標を勘案して各教科担当

者が決定し、シラバスに記載している。 
成績評価は、評価点に応じて、A評価～E 評価の５段階で行われ、A～D 評価までを単位認定す

る。（評価点 100～90 点：A、89～80点：B、79～70点：C、69～60点：D、59点以下：E） 

出席率が 3分の 2未満の者は、評価点に関らず原則として単位修得を認めない。 

各教科の成績評価（A 評価～E評価）に対して（GP）グレードポイント（A=4、B=3、C=2、D=1、

E=0）を付与し、成績評価平均点（GPA）を算出する事で、個人ごとにクラス内の相対位置を把

握している。 

GPAの算出方法については『学生の手引き』に記載し全学生に周知している他、学校ホームペ

ージにて公開を行っている。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
本校の卒業要件は学則第 20 条に定められている。また、各学科・コースではディプロマポリ

シーが定められ、『学生の手引き』に記載し学生に周知する他、学校ホームページでも公開し

ている。ディプロマポリシーは教育課程改善委員会やカリキュラム編成委員会での意見を踏

まえ、各学科コースの責任者と教務部課長が原案を作成する。この原案を基に理事長、校長、

副校長、教務部課長が最終的なディプロマポリシーを策定している。 
卒業認定のプロセスは、学年末試験後に行われる成績会議において卒業要件を満たしている

者に対し、最終認定を校長が行う事としている。 

卒業認定方針については、学生の手引きに記載し学生に周知している。 

学修支援等 

（概要） 

・１年次前期に個人面談を行い、入学後１ヶ月位の段階での意識を確認する。 

・１年次後期に三者面談を行い、保護者との情報共有を行なう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 8 人 

（100％） 

1 人 

（12.5％） 

3人 

（37.5％） 

4人 

（50％） 

（主な就職、業界等） 

・プレカット CADオペレーター、建築設計、電機設備・機械設計、住宅設計、施工管理 

（就職指導内容） 

・週に１コマある「キャリアデザイン」の授業の中で、職業についての知識や、自身の適性

の確認などを行なう 

・１年次後期に、学年全体を対象に就職強化週間を行い、就職活動への基礎知識や準備を行

う 

・２年次進級前の長期休み中に、学年全体を対象に就職強化週間を行い、就職活動の実践的

な知識を学ぶ 

・書類提出前の添削指導や、面接試験前の面接練習など、必要に応じて個別指導を行なう 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

・さいしんコラボ産学官 アイデア創出事業 (コンテスト) 

・熊谷市シーンスケッチコンテスト(コンテスト) 

・2次元 CAD利用技術者 2 級 (検定) 

・CG-ARTS検定マルチメディア ベーシック (検定) 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  16人 1人  6.3％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

退学防止会議を定期的に実施し、個々の学生状況の把握を行い 2 者面談 3 者面談により

きめ細かい対応を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 
工業専門

課程 

情報システム科 

(ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾅｰ

ｺｰｽ) 

〇  

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必

要な総授業時数又

は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

1712 

単位時間 

416 

単位時

間 

単位時

間 

1440 

単位時

間 
単位時

間 単位時間 

1,856単位時間 

生徒総定員数 
生徒実

員 

うち留学

生数 

専任教員

数 

兼任教員

数 
総教員数 

40人 53人 1人 2人 4人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
本校の授業計画（シラバス）は、教育課程改善委員会（毎年 10 月、2 月実施：各分野の学外

有識者による業界動向の確認）やカリキュラム編成委員会（毎年 10 月実施：各関連業界の動

向を踏まえた上で本校教育理念、教育方針に照らし合わせてカリキュラム編成を行う）等を通

じて検討した方針のもと、学科長と教科担当者が詳細を作成する。シラバスは本校規定に基づ

き定められた『シラバス作成に関するガイドライン』に準じて共通フォーマットで作成されて

おり、3 月に最終確定し、4 月に学校 HP にて公表している。シラバスには授業科目の基礎情

報、担当教員、授業概要、到達目標、授業計画、教材名、成績評価（成績評価の方法、評価配

分の割合）、履修にあたっての留意点等が記載されている。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
学習成果は、①試験・検定、②提出物、③授業態度、④出席状況、⑤外部評価の 5 項目により

判定し、評価点を算出している。各項目の評価割合は、授業の到達目標を勘案して各教科担当

者が決定し、シラバスに記載している。 
成績評価は、評価点に応じて、A評価～E 評価の５段階で行われ、A～D 評価までを単位認定す

る。（評価点 100～90 点：A、89～80点：B、79～70点：C、69～60点：D、59点以下：E） 

出席率が 3分の 2未満の者は、評価点に関らず原則として単位修得を認めない。 

各教科の成績評価（A 評価～E評価）に対して（GP）グレードポイント（A=4、B=3、C=2、D=1、

E=0）を付与し、成績評価平均点（GPA）を算出する事で、個人ごとにクラス内の相対位置を把

握している。 

GPAの算出方法については『学生の手引き』に記載し全学生に周知している他、学校ホームペ

ージにて公開を行っている。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校の卒業要件は学則第 20 条に定められている。また、各学科・コースではディプロマポリ

シーが定められ、『学生の手引き』に記載し学生に周知する他、学校ホームページでも公開し

ている。ディプロマポリシーは教育課程改善委員会やカリキュラム編成委員会での意見を踏

まえ、各学科コースの責任者と教務部課長が原案を作成する。この原案を基に理事長、校長、

副校長、教務部課長が最終的なディプロマポリシーを策定している。 
卒業認定のプロセスは、学年末試験後に行われる成績会議において卒業要件を満たしている

者に対し、最終認定を校長が行う事としている。 

卒業認定方針については、学生の手引きに記載し学生に周知している。 

 

 



  

学修支援等 

（概要） 

デザイン分野として、DTP、Webデザイン、映像、3DCGの４分野の授業を幅広く実施して

いる。スムースな学修実現のため、クラス内のコミュニケーションの活性化、参考作品や

ポートフォリオなどの開示、放課後の教室開放・指導などを行っている。外部企業との授

業連携及びその指導、コンテストへの積極的な応募の促進及び入賞へ向けた指導も行っ

ている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 15 人 

（100％） 

0 人 

（  0％） 

15人 

（100％） 

0人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

EC企業、IT企業、デザイン会社、印刷会社、建築会社、開発設計会社など 

（就職指導内容） 

筆記試験対策、面接対策、作品指導、求人票などの企業情報の提供および斡旋、個別指導な

ど 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

CG-ARTS主催 CGクリエイター検定、CG-ARTS主催マルチメディア検定、CG-ARTS主催 Webデ

ザイナー検定、Word 文書処理技能認定試験、Excel表計算技能認定試験合格。 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  41人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

退学防止会議を定期的に実施し、個々の学生状況の把握を行い、2者面談 3者面談により

きめ細かい対応を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 
IT総合研究科 

（IT総合研究ｺｰｽ） 
  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

1年 昼 

800 

単位時間 

1,104 

単位時間 

176 

単位時間 

1,856 

単位時間 単位時間 単位時間 

3,136単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

10人 2人 0 人 1人 1人 2人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
本校の授業計画（シラバス）は、教育課程改善委員会（毎年 10月、2月実施：各分野の学外有識

者による業界動向の確認）やカリキュラム編成委員会（毎年 10 月実施：各関連業界の動向を踏

まえた上で本校教育理念、教育方針に照らし合わせてカリキュラム編成を行う）等を通じて検討

した方針のもと、学科長と教科担当者が詳細を作成する。シラバスは本校規定に基づき定められ

た『シラバス作成に関するガイドライン』に準じて共通フォーマットで作成されており、3 月に

最終確定し、4月に学校 HPにて公表している。シラバスには授業科目の基礎情報、担当教員、授

業概要、到達目標、授業計画、教材名、成績評価（成績評価の方法、評価配分の割合）、履修に

あたっての留意点等が記載されている。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
学習成果は、①試験・検定、②提出物、③授業態度、④出席状況、⑤外部評価の 5 項目により判

定し、評価点を算出している。各項目の評価割合は、授業の到達目標を勘案して各教科担当者が

決定し、シラバスに記載している。 
成績評価は、評価点に応じて、A 評価～E評価の５段階で行われ、A～D評価までを単位認定する。

（評価点 100～90点：A、89～80 点：B、79～70点：C、69～60 点：D、59点以下：E） 

出席率が 3分の 2未満の者は、評価点に関らず原則として単位修得を認めない。 

各教科の成績評価（A 評価～E 評価）に対して（GP）グレードポイント（A=4、B=3、C=2、D=1、

E=0）を付与し、成績評価平均点（GPA）を算出する事で、個人ごとにクラス内の相対位置を把握

している。 

GPA の算出方法については『学生の手引き』に記載し全学生に周知している他、学校ホームペー

ジにて公開を行っている。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
本校の卒業要件は学則第 20 条に定められている。また、各学科・コースではディプロマポリシ

ーが定められ、『学生の手引き』に記載し学生に周知する他、学校ホームページでも公開してい

る。ディプロマポリシーは教育課程改善委員会やカリキュラム編成委員会での意見を踏まえ、各

学科コースの責任者と教務部課長が原案を作成する。この原案を基に理事長、校長、副校長、教

務部課長が最終的なディプロマポリシーを策定している。 
卒業認定のプロセスは、学年末試験後に行われる成績会議において卒業要件を満たしている者に

対し、最終認定を校長が行う事としている。 

卒業認定方針については、学生の手引きに記載し学生に周知している。 

学修支援等 

（概要） 

個々の学習進捗に合わせて個人面接 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 4 人 

（100％） 

人 

（  ％） 

1人 

（  25％） 

3人 

（  75％） 

（主な就職、業界等） 

ゲーム業界 

（就職指導内容） 

応募作品指導・作品添付文書指導・業界分析指導・履歴書指導など 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

2年課程在籍時の卒業研究を活用したｹﾞｰﾑｼｮｳ参加、各種ｺﾝﾃｽﾄ応募 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者

の数 

中退率 

 4人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

退学防止会議を定期的に実施し、個々の学生状況の把握を行い、2者面談 3者面談により

きめ細かい対応を図っている。 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務

専門課程 

情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ科 

（情報ﾋﾞｼﾞﾈｽｺｰ

ｽ） 

○  

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必

要な総授業時数又

は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

1,712 

単位時間 

1032 単

位時間 

228 単

位時間 
736 単

位時間 
単位時

間 単位時間 

1,996単位時間 

生徒総定員数 
生徒実

員 

うち留学

生数 

専任教員

数 

兼任教員

数 
総教員数 

40 人 45人 5人 2人 2人 4人 

 

 

 

 



  

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
本校の授業計画（シラバス）は、教育課程改善委員会（毎年 10 月、2 月実施：各分野の学外

有識者による業界動向の確認）やカリキュラム編成委員会（毎年 10 月実施：各関連業界の動

向を踏まえた上で本校教育理念、教育方針に照らし合わせてカリキュラム編成を行う）等を通

じて検討した方針のもと、学科長と教科担当者が詳細を作成する。シラバスは本校規定に基づ

き定められた『シラバス作成に関するガイドライン』に準じて共通フォーマットで作成されて

おり、3 月に最終確定し、4 月に学校 HP にて公表している。シラバスには授業科目の基礎情

報、担当教員、授業概要、到達目標、授業計画、教材名、成績評価（成績評価の方法、評価配

分の割合）、履修にあたっての留意点等が記載されている。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

学習成果は、①試験・検定、②提出物、③授業態度、④出席状況、⑤外部評価の 5 項目により

判定し、評価点を算出している。各項目の評価割合は、授業の到達目標を勘案して各教科担当

者が決定し、シラバスに記載している。 
成績評価は、評価点に応じて、A評価～E 評価の５段階で行われ、A～D 評価までを単位認定す

る。（評価点 100～90 点：A、89～80点：B、79～70点：C、69～60点：D、59点以下：E） 

出席率が 3分の 2未満の者は、評価点に関らず原則として単位修得を認めない。 

各教科の成績評価（A 評価～E評価）に対して（GP）グレードポイント（A=4、B=3、C=2、D=1、

E=0）を付与し、成績評価平均点（GPA）を算出する事で、個人ごとにクラス内の相対位置を把

握している。 

GPAの算出方法については『学生の手引き』に記載し全学生に周知している他、学校ホームペ

ージにて公開を行っている。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
本校の卒業要件は学則第 20 条に定められている。また、各学科・コースではディプロマポリ

シーが定められ、『学生の手引き』に記載し学生に周知する他、学校ホームページでも公開し

ている。ディプロマポリシーは教育課程改善委員会やカリキュラム編成委員会での意見を踏

まえ、各学科コースの責任者と教務部課長が原案を作成する。この原案を基に理事長、校長、

副校長、教務部課長が最終的なディプロマポリシーを策定している。 
卒業認定のプロセスは、学年末試験後に行われる成績会議において卒業要件を満たしている

者に対し、最終認定を校長が行う事としている。 

卒業認定方針については、学生の手引きに記載し学生に周知している。 

学修支援等 

（概要） 

担任、副担任、教科担当など学生に関わる教員で学生の変化はないか情報交換を行い、学

生の状況に合わせて指導や、個別相談に対応している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 16 人 

（100％） 

0 人 

（  ％） 

15人 

（  93.8％） 

1人 

（  6.2％） 

（主な就職、業界等） 

IT業界、メーカー、食品、販売、物流、製造、不動産など 



  

（就職指導内容） 

適性・能力・就職条件など、学生とガイダンスを行いながら個別指導を行っている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

情報検定情報活用試験、ﾋﾞｼﾞﾈｽ文書検定、ﾋﾞｼﾞﾈｽ能力検定、ｻｰﾋﾞｽ接遇検定、簿記検定、ﾘﾃ

ｰﾙﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ検定、IT ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ検定、WORD検定、EXCEL検定、ACCESS検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  44人 3人  6.8％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更のため 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

退学防止会議を定期的に実施し、個々の学生状況の把握を行い 2 者面談 3 者面談により

きめ細かい対応を図っている 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 商業実務

専門課程 

情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ科 

(保健・医療ﾋﾞｼﾞﾈ

ｽｺｰｽ) 

〇  

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必

要な総授業時数又

は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

1,712 

単位時間 

1,232 

単位時

間 

144 

単位時

間 

664 

単位時

間 
単位時

間 
 

単位時間 
2,040単位時間 

生徒総定員数 
生徒実

員 

うち留学

生数 

専任教員

数 

兼任教員

数 
総教員数 

40人 18人 0人 2人 10人 12人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

本校の授業計画（シラバス）は、教育課程改善委員会（毎年 10 月、2 月実施：各分野の学外

有識者による業界動向の確認）やカリキュラム編成委員会（毎年 10 月実施：各関連業界の動

向を踏まえた上で本校教育理念、教育方針に照らし合わせてカリキュラム編成を行う）等を通

じて検討した方針のもと、学科長と教科担当者が詳細を作成する。シラバスは本校規定に基づ

き定められた『シラバス作成に関するガイドライン』に準じて共通フォーマットで作成されて

おり、3 月に最終確定し、4 月に学校 HP にて公表している。シラバスには授業科目の基礎情

報、担当教員、授業概要、到達目標、授業計画、教材名、成績評価（成績評価の方法、評価配

分の割合）、履修にあたっての留意点等が記載されている。 

 

 

 



  

成績評価の基準・方法 

（概要） 
学習成果は、①試験・検定、②提出物、③授業態度、④出席状況、⑤外部評価の 5 項目により

判定し、評価点を算出している。各項目の評価割合は、授業の到達目標を勘案して各教科担当

者が決定し、シラバスに記載している。 
成績評価は、評価点に応じて、A評価～E 評価の５段階で行われ、A～D 評価までを単位認定す

る。（評価点 100～90 点：A、89～80点：B、79～70点：C、69～60点：D、59点以下：E） 

出席率が 3分の 2未満の者は、評価点に関らず原則として単位修得を認めない。 

各教科の成績評価（A 評価～E評価）に対して（GP）グレードポイント（A=4、B=3、C=2、D=1、

E=0）を付与し、成績評価平均点（GPA）を算出する事で、個人ごとにクラス内の相対位置を把

握している。 

GPAの算出方法については『学生の手引き』に記載し全学生に周知している他、学校ホームペ

ージにて公開を行っている。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
本校の卒業要件は学則第 20 条に定められている。また、各学科・コースではディプロマポリ

シーが定められ、『学生の手引き』に記載し学生に周知する他、学校ホームページでも公開し

ている。ディプロマポリシーは教育課程改善委員会やカリキュラム編成委員会での意見を踏

まえ、各学科コースの責任者と教務部課長が原案を作成する。この原案を基に理事長、校長、

副校長、教務部課長が最終的なディプロマポリシーを策定している。 
卒業認定のプロセスは、学年末試験後に行われる成績会議において卒業要件を満たしている

者に対し、最終認定を校長が行う事としている。 

卒業認定方針については、学生の手引きに記載し学生に周知している。 

学修支援等 

（概要） 

・学習状況や学生の様子について教員間で情報共有し、状況に応じた個別相談の実施 

・医療系検定に向けた教科間で連携した対策授業の実施 

・実習前の「病院研究」および実習後の評価のフィードバックによる個別指導の実施 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 15 人 

（100％） 

0 人 

（ 0％） 

15人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

（主な就職、業界等） 

病院、診療所、調剤薬局など 

（就職指導内容） 

・業界セミナーなどの講演会を実施し、就職への意識付けを実施 

・適性や能力、希望条件などをもとに個人相談を実施。 

・志望動機や自己ＰＲなどの書き方指導、内容についての相談、添削を実施 

・面接での答え方についてのアドバイス、模擬面接の実施 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

診療報酬請求事務能力認定試験(医科)、医療事務技能審査試験(医科)（歯科）、医療秘書検

定、調剤事務管理士技能認定試験、医療情報基礎知識検定試験、ﾎｽﾋﾟﾀﾙｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ検定、医事

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ技能認定試験、電子ｶﾙﾃ実技試験、医師事務作業補助技能認定試験、Word 検定、



  

Excel 検定、ﾋﾞｼﾞﾈｽ文書、ｻｰﾋﾞｽ接遇検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  28人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

退学防止会議を定期的に実施し、個々の学生状況の把握を行い 2 者面談 3 者面談により

きめ細かい対応を図っている。 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務

専門課程 

国際 ITビジネス

科 
（国際 IT ﾋﾞｼﾞﾈｽｺ

ｰｽ） 

  

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に必

要な総授業時数又

は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

1年 昼 

800 

単位時間 

288 単

位時間 

480 単

位時間 
128 単

位時間 
単位時

間 単位時間 

896単位時間 

生徒総定員数 
生徒実

員 

うち留学

生数 

専任教員

数 

兼任教員

数 
総教員数 

20人 44 人 44人 3人 2人 5人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

本校の授業計画（シラバス）は、教育課程改善委員会（毎年 10 月、2 月実施：各分野の学外

有識者による業界動向の確認）やカリキュラム編成委員会（毎年 10 月実施：各関連業界の動

向を踏まえた上で本校教育理念、教育方針に照らし合わせてカリキュラム編成を行う）等を通

じて検討した方針のもと、学科長と教科担当者が詳細を作成する。シラバスは本校規定に基づ

き定められた『シラバス作成に関するガイドライン』に準じて共通フォーマットで作成されて

おり、3 月に最終確定し、4 月に学校 HP にて公表している。シラバスには授業科目の基礎情

報、担当教員、授業概要、到達目標、授業計画、教材名、成績評価（成績評価の方法、評価配

分の割合）、履修にあたっての留意点等が記載されている。 

 

 

 

 

 



  

成績評価の基準・方法 

（概要） 
学習成果は、①試験・検定、②提出物、③授業態度、④出席状況、⑤外部評価の 5 項目により

判定し、評価点を算出している。各項目の評価割合は、授業の到達目標を勘案して各教科担当

者が決定し、シラバスに記載している。 
成績評価は、評価点に応じて、A評価～E 評価の５段階で行われ、A～D 評価までを単位認定す

る。（評価点 100～90 点：A、89～80点：B、79～70点：C、69～60点：D、59点以下：E） 

出席率が 3分の 2未満の者は、評価点に関らず原則として単位修得を認めない。 

各教科の成績評価（A 評価～E評価）に対して（GP）グレードポイント（A=4、B=3、C=2、D=1、

E=0）を付与し、成績評価平均点（GPA）を算出する事で、個人ごとにクラス内の相対位置を把

握している。 

GPAの算出方法については『学生の手引き』に記載し全学生に周知している他、学校ホームペ

ージにて公開を行っている。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
本校の卒業要件は学則第 20 条に定められている。また、各学科・コースではディプロマポリ

シーが定められ、『学生の手引き』に記載し学生に周知する他、学校ホームページでも公開し

ている。ディプロマポリシーは教育課程改善委員会やカリキュラム編成委員会での意見を踏

まえ、各学科コースの責任者と教務部課長が原案を作成する。この原案を基に理事長、校長、

副校長、教務部課長が最終的なディプロマポリシーを策定している。 
卒業認定のプロセスは、学年末試験後に行われる成績会議において卒業要件を満たしている

者に対し、最終認定を校長が行う事としている。 

卒業認定方針については、学生の手引きに記載し学生に周知している。 

学修支援等 

（概要） 

・担任、副担任、教科担当など学生に関わる教員で学生の情報交換を行い、学生の状況に

合わせて学習指導、生活指導、個別相談に対応している。 

・日本語能力向上を目的に日本人学生との交流や日本文化体験等を実施している。 

・日本語能力試験（JLPT）合格のための対策授業や模擬試験を実施している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 26 人 

（100％） 

23 人 

（  88.5％） 

0人 

（  0％） 

3人 

（  11.5％） 

（主な就職、業界等） 

・特定技能 介護分野（病院）、飲食料品製造分野（食品加工製造会社） 

（就職指導内容） 

・日本語能力試験（JLPT）対策、面接対策、特定技能試験対策など 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

・日本語能力試験（JLPT）N1、N2、N3の取得 

・外国人による日本語スピーチコンテストに参加。 

（備考）（任意記載事項） 

 

 



  

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  27人 1人  3.7％ 

（中途退学の主な理由） 

・授業料未納（除籍） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

退学防止会議を定期的に実施し、個々の学生状況の把握を行い、二者面談によりきめ細か

い対応を図っている。 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

AI ｼｽﾃﾑ科 

（AI ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ） 
100,000円 530,000 円 504,635円 施設設備費・維持費・教材費 

情報ｼｽﾃﾑ科 

(ｼｽﾃﾑ開発ｺｰｽ) 
100,000円 530,000 円 504,837円 施設設備費・維持費・教材費 

情報ｼｽﾃﾑ科 

(ｹﾞｰﾑｸﾘｴｲﾀｰｺｰｽ) 
100,000円 530,000 円 499,357円 施設設備費・維持費・教材費 

情報ｼｽﾃﾑ科 

(ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾅｰ・CAD ｺｰｽ) 
100,000円 530,000 円 504,907円 施設設備費・維持費・教材費 

情報ｼｽﾃﾑ科 

(ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾅｰｺｰｽ) 
100,000円 530,000 円 504,691円 施設設備費・維持費・教材費 

IT 総合研究科 

(IT 総合研究ｺｰｽ) 
100,000円 530,000 円 477,285円 施設設備費・維持費・教材費 

情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ科 

(情報ﾋﾞｼﾞﾈｽｺｰｽ) 
100,000円 530,000 円 494,749円 施設設備費・維持費・教材費 

情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ科 

(保健・医療ﾋﾞｼﾞﾈｽｺｰｽ) 
100,000円 530,000 円 483,846円 施設設備費・維持費・教材費 

国際 IT ﾋﾞｼﾞﾈｽ科 

(国際 IT ﾋﾞｼﾞﾈｽｺｰｽ) 
100,000円 350,000 円 418,947円 施設設備費・維持費・教材費 

修学支援（任意記載事項） 

学校独自の奨学金制度 

奨学生制度：月額 2万円を入学月から卒業月まで給付 

特待生制度：入学金 10万円を免除 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

本校で実施した自己点検・評価結果に対して、企業関係者（4名）、教育関係者（1名）、地域代表者（1名）、

保護者代表（1名）、卒業生代表（1名）で構成される学校関係者評価委員会（定数 8名）で内容を協議す

る。協議する項目はその年度の重点目標の他、教育理念・目的・育成人材像、学校運営、教育活動、学修

成果、学生支援、教育環境、学生募集と受入れ、財務、法令等の遵守、社会貢献・地域貢献となっている。

本校の学校運営についてそれぞれの立場から発言いただき、前向きな姿勢のもと、本校の教育活動がより

良くなるための協議を行う。評価結果の活用については、教育活動および学校運営の向上を図るため、理

事長より各部署へ評価結果を活用し次年度計画の中で改善を行うよう指示することになっている。 

 

 

 

 

 

 

 



  

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

熊谷商工会議所 2023年 8月 1日～ 

 2025 年 3月 31日 

企業関係者 

(8月改選予定) 

医療法人 くぼじまクリニック 2023年 8月 1日～ 

 2025 年 3月 31日 

企業関係者 

(8月改選予定) 

株式会社明幸フォーラム 2023年 8月 1日～ 

 2025 年 3月 31日 

企業関係者 

(8月改選予定) 

ソホビービー株式会社 2023年 8月 1日～ 

 2025 年 3月 31日 

企業関係者 

(8月改選予定) 

元 深谷市教育長 2023年 8月 1日～ 

 2025 年 3月 31日 

教育関係者 

(8月改選予定) 

公益社団法人 さいしんコラボ産学官 2023年 8月 1日～ 

 2025 年 3月 31日 

地域代表 

(8月改選予定) 

在校生保護者代表 2023年 8月 1日～ 

 2025 年 3月 31日 

保護者 

(8月改選予定) 

卒業生代表 2023年 8月 1日～ 

 2025 年 3月 31日 

卒業生 

(8月改選予定) 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.arsnet.ac.jp/school/information.html 

 


